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国
の
経
済
動
向
は
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

り
︑
民
需
主
導
が
進
み
地
方
へ
浸
透
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
︒
平
成

年
度
以
降
︑
基
山
町
行
政

27

は
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定
中
で
あ
り
︑
町
民
の
思

い
が
こ
も
っ
た
基
山
町
へ
と
取
り
組
ん
で
い
く
︒
国

の
政
策
は
地
方
創
生
︑
出
生
率
ア
ッ
プ
を
打
ち
出
し

た
︒
我
々
自
治
体
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
︑
活
用
し
て

い
く
︒

基
山
町
は
こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
︑
ソ
フ
ト

事
業
は
進
み
︑
あ
る
程
度
の
ま
ち
づ
く
り
は

で
き
て
い
る
︒
こ
れ
か
ら
は
今
一
度
町
の
将
来
像
を

描
き
︑
さ
ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
く
︒

そ
の
上
で
国
の
地
方
創
生
施
策
を
町
の
活
力
︑
元
気

創
出
に
活
用
す
る
と
共
に
︑
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
策
定
事
業
で
具
体
化
し
て
い
く
︒

今
年
度
は
継
続
中
の
図
書
館
建
設
︑
基
肄
城
築

造
１
３
５
０
年
関
連
事
業
︑
け
や
き
台
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
︑
施
設
改
修
・
長
寿
命
化
等
に
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
︒ 平

成

年
度

施

政

運

営

方

針

27

平
成

年
度

施

政

運

営

方

針

27

新年度｢

平
成

年
度
基
山
町
施
政
運
営
方
針
に
つ
い
て
﹂

27

小
森
町
長
が
発
言
し
た
内
容
を
抜
粋
し
ま
し
た
︒

施
政
運
営
方
針
に
対
す
る
主
な
質
疑

人
口
減
少
問
題

問

人
口
減
少
に
対
し
て
町
長
に
は
危
機
感
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
対
策
が
抽
象
的
す
ぎ
る
。

答

危
機
感
は
十
分
持
っ
て
い
る
︒
歯
止
め
は
か

か
っ
て
い
な
い
が
︑
減
少
は
鈍
化
し
て
い
る
︒

地
方
創
生
事
業
で
ま
ち
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル

し
︑
減
少
ス
ト
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
︒

概
算
要
求
額
は

問

平
成

年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
約

億

27

61

８
千
万
円
だ
が
、
概
算
要
求
額
は
ど
れ
く
ら

い
で
、
何
が
大
き
く
削
ら
れ
た
の
か
。

答

約

億
円
で
︑

億
円
ほ
ど
の
差
が
あ
っ
た
︒

70

10

各
課
で
全
体
的
に
我
慢
し
て
頂
い
た
︒

減
少
す
る
町
税

問

個
人
町
民
税
は
昨
年
比
で
約

千
万
円
減
少

2

し
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
く
が
。

答

基
山
町
は
自
主
財
源
率
が
高
い
の
で
今
後
も

苦
し
く
な
る
︒
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
﹂
な

ど
で
財
源
を
探
し
て
い
く
︒

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

問

任
用
期
間

年
︵
最
大

年
ま
で
延
長
︶
だ

1

3

が
、
ど
う
い
う
事
業
か
。

答

非
常
勤
嘱
託
職
員
と
し
て
都
市
圏
か
ら

人
2

を
任
用
し
︑
地
域
お
こ
し
・
町
民
の
生
活
支

援
・
観
光
振
興
等
の
活
動
を
し
て
頂
く
︒

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
事
業

問

こ
の
事
業
の
概
要
説
明
を
。

答

建
物
・
道
路
・
下
水
道
等
廃
止
・
改
修
な
ど

査
定
し
︑
今
後
の
方
針
を
決
め
て
い
く
も
の
︒

建
物
の
公
有
財
産
と
し
て
は
︑
現
在

施
設

37

あ
る
︒
旧
中
央
公
民
館
・
園
部
団
地
が
古
い

の
で
検
討
し
て
い
く
︒

▲基肄城築造1350年事業のぼり旗
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集集集集集集集集落落落落落落落落支支支支支支支支援援援援援援援援員員員員員員員員・・・・・・・・地地地地地地地地域域域域域域域域おおおおおおおおここここここここしししししししし協協協協協協協協力力力力力力力力隊隊隊隊隊隊隊隊最最最最最最最最大大大大大大大大２２２２２２２２名名名名名名名名任任任任任任任任用用用用用用用用予予予予予予予予定定定定定定定定集落支援員・地域おこし協力隊最大２名任用予定集落支援員・地域おこし協力隊最大２名任用予定
平成27年度当初予算審議 予算特別委員会

施政運営方針、新規事業説明書・議案及び資料に基づき４日間にわたって審議を行った。

町営住宅管理町営住宅管理

問 園部団地は長寿命化計画で建て替えの方針が出て

いるが、施政運営方針や予算で触れていない。基

本的な考えを示せ。

答 葬祭公園、保育園等を長寿命化するのか見極めも

含めて計画的に考えて行く。庁内での検討委員会

を立ち上げる。

集落支援員集落支援員

問 集落支援員に何をさせるのか。

答 町を一つの集落と考え、特産品を生かした六次産業

化を実施することを主な業務としている。基山町

のふるさと応援商品にもつながる業務が出てくる。

※ 支援員の任務と業務を明示し、条件等をはっきり

させるよう要望した。

ふるさと応援寄附金ふるさと応援寄附金

問 お礼の品目はどうなっているのか。

答 約30品目を予定している。寄附金の４割を当て、

５割が積み立てとして残る。

問 この方法は納税政策上問題があるのではないか。

答 収入増の模索の面と基山町の特産物を売るという

面もあり実施したい。

町老人クラブ補助金町老人クラブ補助金

問 町老人クラブに加入している区の老人クラブで、

会議の負担、役員就任の負担から脱退の動きがあ

る。見直しをしない限り存続が困難になってい

る。町はどのように関わっているのか。

答 町老人クラブとしては未加入のところに再アプ

ローチしている。町もきちんと話をしていき、み

んなが参加できるようにしたい。

※ 地域の活動実態に見合った、無理のない組織のあ

り方を検討するよう要望した。

3億5,606万円3億5,196万円

平成27年度

22億 275万円22億1,396万円

1億8,973万円

54億 214万円

平成25年度平成26年度区 分

特

別

会

計

公営企業会計へ移行

2億 327万円

23億8,349万円

下水道

後期
高齢者
医療

国民
健康
保険

61億8,358万円

1億9,913万円

55億 807万円一般会計

各会計予算規模

防犯対策費防犯対策費

問 防犯カメラが予算計上されていないが、なぜか。

答 庁内で検討したが設置場所や基数、盗難防止か防

犯監視か、プライバシー問題等検討事項が多く、

さらに慎重を期すために補正予算で対応したい。

※ 責任部署を明らかにするとともに外部の意見を聴

き、早急に対応するよう要望した。

放課後児童クラブ放課後児童クラブ

問 放課後児童クラブの運営とひまわり教室の定員超

過の実態はどうか。

答 新制度に基づき主任支援員、支援員、補助員を配

置する。ひまわり教室は定員を超えている。春休

みはランチルームで対応する。今後については改

善方法として、施設新設、小中学校施設活用、現

図書館活用などあるが、平成28年度から間借りで

はない既存施設での確保を検討していく。

※公営企業会計とは…地方公共団体が設置し経営する企業（公
営企業）が用いる会計方式であり、独立
採算制（自己の収支で採算をとる）での
運営を目的とするもの。



歳入総額
61億

8,358万円

町　税
22億7,929万円
（36.9%）

繰入金
6億2,631万円
（10.1%）

使用料手数料
9,537万円
（1.5%）

分担金負担金
8,331万円
（1.4%）

その他の収入
1億6,230万円
（2.6%）

地方交付税
7億6,910万円
（12.4%）

国庫支出金
6億9,564万円
（11.3%）

町　債
8億7,177万円
（14.1%）

県支出金
3億2,936
　  万円
  （5.3%）

その他交付金
2億7,110万円
（4.4%）

歳出総額
61億

8,358万円

民生費
17億3,857万円
（28.1%）

公債費
6億3,405万円
（10.2%）

衛生費
6億5,478万円
（10.6%）

総務費
8億1,472万円
（13.2%）

教育費
10億3,618万円
（16.8%）

土木費
7億5,405万円
（12.2%）

消防費
2億4,004万円
（3.9%）

農林水産業費
1億2,768万円
（2.1%）

その他
1億8,347万円
（2.9%）

▲

自主財源
32億4,658万円
（52.5%）

依存財源
29億3,697万円
(47.5%)

町 で
ま
か
な
え
る

お金

国
・県
借
金
に
頼
る
お 金

・

平成27年３月 4

町民一人あたりの予算

352,140
円

民生費

99,007円

児童、高齢者、障がい者
の福祉の推進などに

公債費

36,108円

これまでの施設整備など
で借りたお金の返済に

衛生費

37,288円

ゴミ、し尿の処理や健康
増進事業などに

総務費

46,396円

総務管理、財産管理、地
域振興、税務事務など

教育費

59,008円

学校の管理運営や施設整
備、生涯学習の推進など

土木費

42,941円

道路、公園、公営住宅
の整備などに

消防費

13,670円

消防活動や救急業務など

農林商工業費

10,437円

農業、林業などの振興
商業、観光の振興

その他

7,282円

議会運営、災害復旧など

どどどどどどどど∼∼∼∼∼∼∼∼ななななななななっっっっっっっっててててててててるるるるるるるるのののののののの？？？？？？？？ままままままままちちちちちちちちのののののののの予予予予予予予予算算算算算算算算！！！！！！！！ど∼なってるの？まちの予算！ど∼なってるの？まちの予算！

●町民１人あたりの予算（一般会計予算は昨年度より6億7,551万円増）
歳入歳出予算総額は61億8,358万円となり、平成27年１月１日現在の人口17,560人の一人あたりに換算しました。

【
用
語
説
明
】

町 税 ………… 町民税や固定資産税などを財源とする、町に納められた税金
繰 入 金 ………… 基金（町の貯金）や特別会計などから繰り入れられたお金
地方交付税 ……… 地方公共団体が等しく行政サービスを提供できるよう、一定の基準により国が交付するお金
国庫支出金 ……… 町が行う特定の事業に対して国からの交付金
町 債 ………… 町が行う公共事業などの財源として、国などから借りたお金
県支出金 ………… 町が行う特定の事業に対して県からの交付金
その他交付金 …… 国や県からの各種交付金、財産収入、寄附金として納められたお金

グラフ内の各項目の金額は万円
未満を切り捨てていますので合
計と総額は一致しません。
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消
防
委
員
会
と
意
見
交
換

当
委
員
会
は
﹁
消
防
行
政
に
つ
い
て
﹂
の

意
見
交
換
会
を
消
防
委
員
会
と
行
っ
た
︒
ま

ず
︑
担
当
課
か
ら
基
山
町
の
消
防
行
政
の
現

状
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
︑
当
委
員
会
が
行

政
視
察
に
行
っ
た
岡
山
県
和
気
町
の
先
進
的

消
防
行
政
の
報
告
を
し
た
︒

基
山
町
の
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
組

織
率
１
０
０
％
だ
が
︑
実
態
と
し
て
組
織
の

構
成
︑
運
営
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を

互
い
に
認
識
し
た
︒

中
学
校
訪
問

当
委
員
会
は
基
山
中
学
校
で
学
校
給
食
の

試
食
を
行
っ
た
︒
週
５
日
の
給
食
の
う
ち
米

飯
４
日
︑
パ
ン
１
日
で
︑
献
立
は
献
立
検
討
委

員
会
で
決
定
し
て
い
る
︒
以
前
と
比
べ
る
と

残
量
は
減
少
し
て
い
る
︒
学
年
に
応
じ
た
ご

飯
の
量
を
配
食
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
︒

そ
の
日
︑
２
年
３
組
の
パ
ソ
コ
ン
室
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
の
参
観
を
し
た
︒
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
自
己
紹
介
を

作
成
す
る
も
の
︒
作
業
の
説
明
等
は
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
い
︑
各
生
徒
の
画
面
を
教
師

の
画
面
で
一
括
し
て
閲
覧
で
き
︑
個
別
に
も

指
導
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
︒

ご
み
収
集
袋
の
販
売
方
法
で
︑
今
年
度
ま

で
有
限
会
社
基
山
公
栄
社
が
一
括
で
請
け

負
っ
て
い
た
が
︑
平
成

年
度
か
ら
は
申
請

27

制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

各
販
売
店
舗
は
町
か
ら
販
売
店
登
録
認
定

を
受
け
︑
ご
み
収
集
袋
を
販
売
す
る
︒

販
売
手
数
料
は
︑
販
売
価
格
の

％
で
変

15

更
は
な
い
︒

ご
み
収
集
は
町
民
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠

な
業
務
で
あ
り
︑
丁
寧
な
説
明
で
ご
み
収
集

袋
取
扱
店
舗
の
協
力
を
仰
ぐ
よ
う
に
要
望
し

た
︒

定
期
接
種
で
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
者
増

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状

況
は
︑
平
成

年
度
は
１
１
２
人
︑

年
度

24

25

は
１
６
３
人
︑

年
度
は
１
５
８
人
︒
国
が

26

す
す
め
る
定
期
接
種
で

年

月
か
ら

歳

26

10

65

以
上
で
５
歳
刻
み
の
対
象
者
に
は
接
種
補
助

が
出
る
よ
う
に
な
り
︑
２
３
８
人
が
受
け
て

い
る
︒

費
用
面
で
は

歳
以
上
な
ら
誰
で
も
受
け

65

ら
れ
る
任
意
接
種
は
個
人
負
担
が
４
︐

０
０

０
円
前
後
︵
病
院
に
よ
り
若
干
違
う
︶
︒
定
期

接
種
は
個
人
負
担
２
︐

５
０
０
円
︒

高
齢
者
の
肺
炎
疾
患
を
減
ら
す
た
め
に
接

種
を
広
く
広
報
す
る
よ
う
に
要
望
し
た
︒

葬
祭
公
園
の
老
朽
化
対
策
を

厚
生
産
業
常
任
委
員
会
は
葬
祭
公
園
を
視

察
し
た
︒

建
設
か
ら

年
が
経
ち
︑
火
葬
炉
も
老
朽

37

化
し
て
い
る
︒
今
後
新
し
く
建
設
を
す
る
の

か
︑
改
修
工
事
を
行
う
の
か
︑
広
域
連
携
で

運
営
す
る
の
か
︑
早
急
に
検
討
す
る
よ
う
に

要
望
し
た
︒

地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
が
始
ま
り
︑
役

場
内
に
﹁
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
﹂

を
設
置
し
た
︒
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援

型
交
付
金
事
業

本
︑
地
方
創
生
先
行
型
交

4

付
金
６
本
の
原
案
を
決
定
し
た
︒
そ
の
中

で
︑
政
府
の
方
針
に
あ
る
﹁
し
ご
と
づ
く
り
﹂

に
力
点
を
置
い
た
︒

内
容
に
つ
い
て
は
基
山
の
特
色
︑
基
山
に

し
か
な
い
も
の
︑
基
山
の
位
置
的
優
位
性
を

活
か
せ
る
も
の
︑
そ
し
て
基
山
の
課
題
を
克

服
で
き
る
も
の
と
し
た
︒
こ
れ
ら
の
事
業
を

ふ
る
さ
と
納
税
︑
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
連

携
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒
︵
各
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
参
照
︶

い
じ
め
の
認
識

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の
組
織
︑
構
成

は
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︑
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
い
じ
め
問
題
に

詳
し
い
方
々
を
想
定
し
て
い
る
︒

い
じ
め
は
常
に
潜
ん
で
い
る
も
の
と
の
認

識
で
︑
児
童
︑
生
徒
︑
保
護
者
の
声
を
聴
い
て

行
動
を
注
視
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
︒

ご
み
収
集
袋
の
取
扱
店
舗
が
申
請
制
度
に

ご
み
収
集
袋
の
取
扱
店
舗
が
申
請
制
度
に

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
始
ま
る

地
域
活
性
化
交
付
金
事
業
始
ま
る

総
務
文
教
常
任
委
員
会

▲ごみステーションに出されたごみ袋
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いじめ問題対策委員会設置条例を制定

対
策
委
員
は
５
人
以
内
で
組
織

問

条
例
を
制
定
す
る
目
的
を
明
記
す
べ
き
。

答

国
の
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
目
的

は
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
載
せ
て
い

な
い
︒

問

対
策
委
員
会
は
５
人
以
内
で
構
成
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
具
体
的
人
選
は
。

答

学
識
経
験
者
や
関
係
行
政
機
関
の
職
員

か
ら
教
育
委
員
会
が
委
嘱
す
る
︒
特
別

の
事
項
が
あ
る
場
合
は
臨
時
の
委
員
を

置
く
よ
う
に
な
る
︒

問

会
議
録
を
作
成
す
る
よ
う
に
な
る
が
公

開
す
る
の
か
。

答

情
報
公
開
条
例
に
基
づ
い
て
公
開
す
る

が
︑
個
人
情
報
は
伏
せ
る
こ
と
に
な
る
︒

問

｢
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
﹂
が
策
定
さ
れ

て
い
る
が
、
加
害
者
等
へ
の
対
策
が
不

十
分
で
は
。

答

加
害
者
等
に
対
し
て
は
︑
関
係
機
関
や

保
護
者
の
協
力
︑
全
職
員
の
共
通
理
解

の
も
と
︑
毅
然
と
し
た
態
度
で
指
導
を

行
う
︒

問

町
長
の
権
限
責
任
を
明
確
に
す
べ
き
。

答

重
大
事
態
へ
の
町
長
の
権
限
等
が
国
の

法
律
に
明
記
さ
れ
て
い
る
︒

企
業
誘
致
や
設
備
投
資
を
増
や
す
た

め
に
、
緑
地
面
積
の
割
合
見
直
し

問

町
有
地
の
緑
地
面
積
を
見
直
し
て
、
有

効
に
活
用
で
き
る
面
積
は
。

答

緑
地
面
積
は
１
万
８
︐
０
０
０
㎡
で
︑
見

直
し
に
よ
る
工
場
用
地
と
し
て
の
拡
大

面
積
は
５
︐

８
０
０
㎡
に
な
る
︒

問

そ
の
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
か
。

答

企
業
の
積
極
的
な
設
備
投
資
や
立
地
促

進
に
よ
り
︑
雇
用
創
出
や
税
収
の
確
保

等
町
内
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
︒

今
後
の
開
発
の
た
め
に
、
土
地
開
発
公

社
を
当
面
２
年
間
存
続
さ
せ
る

問

議
会
へ
は
解
散
と
の
報
告
だ
っ
た
が
、

な
ぜ
存
続
さ
せ
る
の
か
。

答

土
地
開
発
公
社
を
何
も
活
用
し
な
い
の

な
ら
解
散
を
と
考
え
て
い
た
が
︑
今
後

役
場
庁
舎
西
側
の
用
地
や
長
野
地
区
の

開
発
に
土
地
開
発
公
社
を
活
用
し
て
い

き
た
い
︒

問

土
地
開
発
基
金
の
状
況
は
。

答

現
金
が
２
億
６
５
４
万
円
︑
土
地
や
貸

付
が
１
億
４
︐
６
６
２
万
円
︑
合
計
３
億

５
︐

３
１
６
万
円
に
な
る
︒

町民生活に関わること、しっかり聞く 主な議案審議

平
成

年
９
月
議
会
に
﹁
小
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
対
策
に
関
す
る
条
例
﹂
案
を
上
程
さ
れ
た
が
継

26

続
審
議
に
な
り
︑
そ
の
後
執
行
部
は
取
り
下
げ
て
︑
今
議
会
に
﹁
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
設
置
条
例
﹂

案
を
提
案
し
た
︒

提
案
理
由
に
は
﹁
い
じ
め
に
よ
り
児
童
生
徒
の
生
命
︑
心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
認
め
ら
れ

る
等
の
重
大
事
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
機
関
と
し
て
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
を
設
置
す
る
﹂
と

な
っ
て
い
る
︒

議
会
は
︑
小
中
学
校
か
ら
い
じ
め
を
根
絶
さ
せ
る
た
め
に
未
然
防
止
・
再
発
防
止
の
取
り
組
み
を
要

望
し
︑
可
決
し
た
︒

▲いじめのない学校生活を



平成27年３月7

ふふふふふふふふるるるるるるるるささささささささとととととととと応応応応応応応応援援援援援援援援市市市市市市市市場場場場場場場場のののののののの事事事事事事事事業業業業業業業業開開開開開開開開始始始始始始始始ふるさと応援市場の事業開始ふるさと応援市場の事業開始
基山PAふるさと応援市場の運営事業費 900万円

平 成 26 年 度 一 般 会 計 補 正 予 算
2億1,711万円を減額 予算総額61億1,461万円

地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創生先行型）の関連で、基山パーキングエリアコンビ

ニ前のスぺースを活用し、情報発信基地とミニ販売所となる「基山PAふるさと応援市場」を設置する。

国民健康保険 特別会計 補正予算国民健康保険 特別会計 補正予算

後期高齢者医療 特別会計 補正予算後期高齢者医療 特別会計 補正予算

2,529万円を減額 予算総額22億5,091万円

59万円を追加 予算総額 2億 292万円

・基山総合戦略策定事業 426万円
旧役場跡地や商店街空き店舗の活用調査や空き家等の調査を基に、

適切な人口ビジョンを設定し、雇用の創出と人口還流を図る。

・宅配・基山LLP協議会事業費
600万円

福岡都市圏の近接性を活かし、宅配を行っている業

者のネットワークを構築し、宅配機能の多様化及び

在庫管理システム化と運送の効率化を図る。

・六次産業化推進プロジェクト事業費
272万円

町内の事業者が新たな特産品や新商品を開発、既存素材の

活用方法の創出を図り、雇用・創業を促し販路を拡大する。

・SGK人材(戦略的シルバー)を活用した地域活性化事業
350万円

けやき台駅前のスペースを活用し、シニアのノウハ

ウを活かした活躍の場としての小さな拠点づくり

と、その組織化及び活用事業費。

・基肄城築造1350年記念プレミアム商品券発行事業
1,983万円

基肄城築造1350年を記念し、基山町商工会がプレミア

ム付商品券を発行する。11,000円（500円券22枚綴り）

を10,000円で販売する。

・基肄城築造1350年記念プレミアム商品券
多子世帯特典発行事業 125万円
多子世帯に対し、上記のプレミアム付商品券を購入

する際、11,000円分を9,000円で販売する。

・ふるさと応援プロジェクト事業
206万円

｢基山PAふるさと応援市場」のリピーターをメインユー

ザーとした独自の通販システムを構築する。

・KAPPO事業 147万円
好評だったきやまKAPPO(街中飲み歩き)を再度実

施し、プレミアム付飲食券を基山町商工会で販売す

る。

主な補正内容主な補正内容

下水道 特別会計 補正予算下水道 特別会計 補正予算

27万円を減額 予算総額 3億5,733万円

▲多くの客が集まる基山パーキングエリア
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○

○

無記名投票により同意（同意10、不同意１）

○

〇

○

○

賛 否 表

○

〇

○

松

石

信

男

林

博

文

品

川

義

則

大

山

勝

代

後

藤

信

八

重

松

一

徳

河

野

保

久

木

村

照

夫

牧

薗

綾

子

久

保

山

義

明

神

前

輔

行

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

〇

〇

〇

○

○

○

○

○

〇

○

○

〇

○

〇

〇

○

○

〇

〇

〇

〇

〇

○

○

〇

○

○

〇

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

〇

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○〇○

○

○

○

○

○

×

×

×

○〇○

○○○○○○○○○〇○

○○ ○

○○○○○○○○

的な企業誘致を的な企業誘致を的な企業誘致を

賛成は○、反対は× 議長は採決に加わりません。

平
成

年
第
１
回
定
例
会
は
当
初
予
算
審
議
を
含

27

む
３
月
２
日
か
ら

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た
︒

15

平
成

年
度
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ
た
こ
の
交
付

26

金
は
︑
①
地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
と
②
地
域
創

生
先
行
型
に
分
け
ら
れ
︑
①
に
４
事
業
︑
②
に
６
事
業

を
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
と
し
て
行
う
こ
と

に
な
っ
た
︒

ま
た
︑
モ
ー
ル
商
店
街
ま
ち
な
か
公
民
館
を
拠
点

と
し
て
︑
平
成

年
度
当
初
予
算
で
計
上
さ
れ
た
地

27

域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
と
集
落
支
援
員
事
業
は
︑
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
と
連
動
し
て
実
施
す
る
︒

議
案
第
３
号
︵
内
容
９
ペ
ー
ジ
参
照
︶
は
︑
企
業
の

積
極
的
な
設
備
投
資
や
立
地
促
進
に
よ
り
︑
町
内
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

を
緩
和
す
る
も
の
で
あ
る
︒

基
山
町
土
地
開
発
公
社
の
事
業
報
告
で
は
︑
今
後

の
事
業
を
考
慮
し
公
社
の
解
散
を
２
年
間
延
長
す
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
︒

ま
た
︑
平
成

年
度
下
水
道
事
業
会
計
予
算
に
関

27

し
て
は
︑
平
成

年
度
ま
で
下
水
道
特
別
会
計
で
行
っ

26

て
い
た
が
︑
公
営
企
業
会
計
を
用
い
て
事
業
及
び
運

営
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
︒

地
方
創
生
に
係
る
支
援
交
付
金
の
事
業
内
容

▲モール商店街まちなか公民館
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議案
４

議案
５

議案
６

議案
７

同意
２

原案可決
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部改
正により教育長の勤務時間、休暇等及び職務に関す
ることを定めるものである。

教育長の勤務時間、休暇等及
び職務に専念する義務の特例
に関する条例の制定について

議案
１

結 果内 容議 案議案番号

いじめ防止対策推進法に基づき、いじめ問題対策委
員会を置くものである。

処分及び行政指導に関する手続についての制度を整
備するため、条例を改正する。

大震災による給与の減額支給措置の特例期間が終了し
たため、町長等の給与の特例に関する条例を廃止する。

天山地区共同環境組合を佐賀県市町総合事務組合に
加入させるため規約を変更するものである。

中島しょう子氏を任命する。

企業立地の促進等による地域
における産業集積形成及び活
性化に関する法律第10条第１
項の規定に基づく準則を定め
る条例の制定について

いじめ問題対策委員会設置条
例の制定について

行政手続条例の一部改正につ
いて

条例を廃止する条例の一部改
正について

佐賀県市町総合事務組合を組織
する地方公共団体の数の増加及
び同組合規約の変更について

教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて

議案
３

キャッシュ・フロー計算により資金期末残高1,135万
円とする。

平成27年度下水道事業会計予
算

議案
15

原案可決
歳入歳出それぞれ5,047万円追加し、61億1,461万円と
する。

平成26年度一般会計補正予算
（第８号）

議案
16

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案同意

工業立地法の規定により適用すべき準則を定めるも
ので、この条例を適用する区域は、鳥栖北部丘陵新
都市基山地区で、緑地及び環境施設の面積のそれぞ
れの敷地面積に対する割合は、100分の10以上、100
分の15以上とするものである。

歳入歳出それぞれ27万円減額し、3億5,733万円とす
る。

平成26年度下水道特別会計補
正予算（第４号）

議案
11

原案可決歳入歳出それぞれ61億8,358万円とする。平成27年度一般会計予算
議案
12

原案可決歳入歳出それぞれ23億8,349万円とする。
平成27年度国民健康保険特別
会計予算

議案
13

原案可決歳入歳出それぞれ2億327万円とする。
平成27年度後期高齢者医療特
別会計予算

議案
14

原案可決

歳入歳出それぞれ2億6,758万円を減額し 60億6,414
万円とする。

原案可決

特別職報酬等審議会条例、非常勤特別職の報酬及び
費用弁償に関する条例で、町長、副町長及び教育長
と改め、教育委員会教育長の諸給与条例を廃止する
ものである。

地方教育行政の組織及び運営
に関する法律の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整理に関する条例の制定に
ついて

議案
２

平成26年度一般会計補正予算
（第７号）

議案
８

原案可決
歳入歳出それぞれ2,529万円を減額し、22億5,091万円
とする。

平成26年度国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）

議案
９

原案可決歳入歳出それぞれ59万円追加し、2億292万円とする。
平成26年度後期高齢者医療特
別会計補正予算（第３号）

議案
10

原案可決

原案可決

平成27年 第１回定例会（３月２日∼３月17日)

地域活性化につながるように積極地域活性化につながるように積極地域活性化につながるように積極
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11人が町政を問う

一般質問

町議会ホームページ
http://www.town.kiyama.lg.jp/site/gikai/

　一般質問とは、議員が町政について自由に質
問をすることをいいます。質問する項目は事前
に通告します。基山町の場合は、時間内であれ
ば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答
方式」を採用しています。
　本議会の様子はYouTube（ユーチューブ）で
試験的に配信しています。視聴方法等は町議会
ホームページをご覧ください。

（傍聴者 延78人）

な
い
の
か
。

答

福
岡
県
の
汚
水
処
理
構

想
見
直
し
が
平
成

年
度
末

28

を
目
途
に
進
め
ら
れ
る
の

で
︑
検
討
し
た
い
︒

問

現
在
は
小
郡
市
と
協
定

を
結
び
、
市
内
の
浄
化
セ
ン

タ
ー
で
汚
水
処
理
を
し
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答

平
成

年
度
末
で
協
定

27

が
切
れ
る
の
で
︑
再
度
更
新

の
お
願
い
を
し
て
い
る
︒

問

下
水
道
事
業
見
直
し
に

つ
い
て
問
う
。
今
後
の
拡
大

予
定
区
域
内
を
公
共
下
水
道

と
合
併
浄
化
槽
で
試
算
す
る

と
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答

拡
大
区
域
内
に
４
１
５

戸
あ
り
︑
建
設
費
は
公
共
下

水
道
で

億
６
︐

０
０
０
万

15

円
︑
合
併
浄
化
槽
は
４
億
円
︒

耐
用
年
数
等
を
勘
案
す
る
と

公
共
下
水
道
が
安
く
済
む
︒

問

全
世
帯
が
公
共
下
水
道

に
接
続
し
て
も
ら
う
の
が
前

提
で
、
現
実
は
難
し
い
の
で

は
な
い
の
か
。

答

関
係
住
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
り
た
い
︒

問

１
・
２
・
３
・
４
・
７

区
は
公
共
下
水
道
で
は
な

く
、
合
併
浄
化
槽
に
よ
る
汚

水
処
理
を
計
画
す
べ
き
で
は

問
工
場
汚
水
処
理
は
下
水
道
事
業
か
ら
切
り
離
し
て
は

答

十
分
に
検
討
す
る
価
値
が
あ
る

重
松

一
徳
議
員

問

長
野
地
区
の
工
場
か
ら

１
日
４
，

３
０
０
ト
ン
の
処

理
水
が
秋
光
川
に
流
れ
て
い

る
。
公
共
下
水
道
で
処
理
す

る
計
画
だ
が
、
公
共
下
水
道

事
業
か
ら
切
り
離
し
、
個
別

の
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

た
ら
ど
う
か
。

答

そ
の
よ
う
な
考
え
方
が

な
か
っ
た
の
で
︑
十
分
に
検

討
す
る
価
値
は
あ
る
と
思
う
︒

※
こ
の
ま
ま
公
共
下
水
道
事

業
を
続
け
て
い
け
ば
、
基
山

町
の
財
政
は
パ
ン
ク
す
る
。

現
行
の
汲
取
り
式
世
帯
は
合

併
浄
化
槽
へ
の
切
替
と
、
長

野
地
区
工
場
汚
水
処
理
は
個

別
に
行
う
こ
と
を
提
案
す

る
。

▲７区公害対策委員会で宝満川流域下水道
の浄化センターを見学

▼下水処理方法別世帯数（町内6,452世帯）

615汲取り式

167大型処理浄化槽(割田団地等)

105単独浄化槽

553合併浄化槽

5,012公共下水道

世帯数処理方法
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定
で
あ
る
が
︑
同
一
世
帯
内

で
被
保
険
者
が
１
名
の
場
合

は
年
金
収
入
の
み
で
３
８
３

万
円
以
上
︑
２
名
以
上
で
５

２
０
万
円
以
上
の
世
帯
は
︑

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
よ

る
自
己
負
担
限
度
額
も
従
来

の
３
７
︐

２
０
０
円
か
ら
４

４
︐

４
０
０
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
︒

問

低
所
得
者
は
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
る
が
、
基
山
町
で

は
平
均
い
く
ら
減
額
さ
れ
、

何
人
か
。

答

平
成

年
度
当
初
賦

26

課
の
デ
ー
タ
を
基
に
算
定

す
る
と
︑
平
成

年
度
の

27

第
１
段
階
が
月
額
２
︐

６

７
５
円
・
年
額
３
２
︐

１

０
０
円
・
４
４
９
人
︑
第

２
段
階
が
月
額
１
︐

４
５

９
円
・
年
額
１
７
︐

５
０

８
円
・
２
０
８
人
︑
第
３

段
階
が
月
額
１
︐

２
１
６

円
・
年
額
１
４
︐

５
９
２

問

年
金
収
入
が
２
８
０
万

円
以
上
は
２
割
負
担
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
基
山

町
の
被
保
険
者
の
何
パ
ー
セ

ン
ト
が
該
当
す
る
の
か
。

答

鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
が
︑
平
成

年
度
の

26

当
初
賦
課
の
デ
ー
タ
を
基
に

試
算
し
た
結
果
に
よ
る
と
︑

基
山
町
内
の
１
号
被
保
険
者

４
︐

２
７
３
人
の
内
８
１
７

人
で

・
１
％
と
試
算
し
て

19

い
る
︒

問

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

も
引
き
上
げ
ら
れ
る
見
込
み

だ
が
、
所
得
区
分
が
１
つ
増

え
る
範
囲
と
見
込
み
金
額
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答

こ
の
改
正
は
︑
平
成
27

年
８
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
予

円
・
２
３
３
人
︑
第
４
段
階

が
月
額
４
８
６
円
・
年
額
５
︐

８
３
２
円
・
７
６
７
人
の
被

保
険
者
が
基
準
額
か
ら
軽
減

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
︒

問

医
療
介
護
総
合
確
保
促

進
法
を
基
に
、
基
山
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
な
る
が
今
後
の
考
え
を

示
せ
。

答

新
総
合
事
業
に
つ
い
て

は
鳥
栖
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
及
び
構
成
市
町
に
お
い

て
︑
高
齢
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
︑

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構

築
︑
サ
ー
ビ
ス
内
容
︑
単
価

設
定
等
の
事
業
内
容
を
十
分

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
︒

問

介
護
保
険
の
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か

答

１
︐

６
５
７
人
軽
減

神
前

輔
行
議
員

問

総
合
戦
略
の
重
要
業
績

評
価
指
標
で
あ
る
定
住
自
立

圏
の
形
成
を
ど
う
考
え
る

か
。

答

鳥
栖
市
を
中
心
圏
と
考

え
る
べ
き
で
あ
る
が
︑
鳥
栖

市
と
し
て
の
考
え
方
は
︑
定

住
自
立
圏
で
は
な
く
合
併
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
た
め
進
ん

で
い
な
い
︒

問

地
方
中
枢
拠
点
都
市
に

対
す
る
考
え
方
は
ど
う
か
。

答

そ
の
場
合
は
︑
久
留
米

市
が
中
心
市
と
な
り
︑
筑
後

川
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
協
議
会
に

加
盟
す
る
小
郡
市
︑
鳥
栖
市

を
含
ん
だ
三
市
一
町
と
な

る
︒
現
在
︑
久
留
米
市
で
は

ま
ず
定
住
自
立
圏
の
整
備
を

行
う
と
聞
い
て
い
る
︒

問

総
合
戦
略
は
俯
瞰
的
な

目
も
重
要
だ
と
思
う
。
こ
の

地
域
を
ど
う
し
て
い
く
か
広

域
自
治
体
首
長
で
協
議
の
機

会
を
。

答

三
市
一
町
の
首
長
が
集

ま
る
機
会
を
検
討
す
る
︒

問

地
方
創
生
総
合
戦
略

は
、
ど
の
時
期
に
ど
の
よ
う

な
工
程
で
策
定
を
進
め
る
の

か
。

答

庁
内
で
創
生
本
部
を
立

ち
上
げ
︑
平
成

年
度
の
上

27

半
期
に
は
策
定
し
た
い
︒

問

策
定
員
の
構
成
は
。

答

産
業
界
︑
行
政
機
関
︑

教
育
機
関
︑
金
融
機
関
︑
労

働
団
体
︑
メ
デ
ィ
ア
等
で
構

成
さ
れ
︑
総
合
計
画
審
議
会

を
中
心
に
８
名
程
度
で
あ

る
︒

問

こ
の
予
算
交
付
措
置
。

お
金
の
流
れ
は
ど
う
な
る
の

か
。

答

先
行
型
は
平
成

年
度

26

補
正
で
交
付
措
置
が
決
定
し

て
い
る
︒
地
方
版
総
合
戦
略

の
分
は
︑
国
か
ら
ま
だ
指
針

が
報
告
さ
れ
て
い
な
い
︒

問

旧
役
場
跡
地
を
地
方
創
生
で

答
周
辺
部
の
基
礎
調
査
を
総
合
戦
略
先
行
型
で
実
施

久
保
山
義
明
議
員

実
松
川
河
川
改
修

丁
寧
な
説
明
を

問

河
川
改
修
に
お
け
る
本

町
の
役
割
と
位
置
づ
け
に
つ

い
て
。

答

県
事
業
で
は
あ
る
が
︑

本
町
も
要
望
し
て
き
た
こ
と

な
の
で
円
滑
な
事
業
推
進
の

た
め
出
来
る
限
り
の
協
力
は

必
要
で
あ
る
︒

問

今
後
予
想
さ
れ
る
残
地

の
区
画
整
理
や
代
替
地
の
交

渉
等
町
と
し
て
ど
う
対
応
す

る
か
。

答

最
大
限
の
協
力
が
必
要

と
思
っ
て
い
る
︒

問

現
在
の
計
画
は
町
立
保

育
園
ま
で
だ
が
、
そ
の
上
流

に
お
い
て
も
河
川
幅
が
狭
く

蛇
行
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
は
。

答

蛇
行
し
氾
濫
危
険
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
︒
町
と
し

て
も
要
望
し
て
い
く
︒

▲河川改修が実施予定の実松川下流

▲鳥栖市にある介護保険一部事務組合
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つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
︒

問

障
が
い
者
手
帳
や
療
育

手
帳
が
あ
る
家
庭
は
そ
れ
な

り
の
支
援
が
届
く
が
、
軽
い

障
が
い
で
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
人
が
い
る
。
そ
の
人
へ

の
支
援
は
な
い
か
。

答

ま
ず
は
相
談
に
来
て
頂

き
︑
お
話
を
聞
く
︒

問

障
が
い
者
家
庭
の
町
へ

の
要
望
は
何
が
多
い
か
。

答

様
々
な
制
度
の
充
実
で

あ
る
︒
例
え
ば
タ
ク
シ
ー
券

を
増
や
す
︑
居
場
所
づ
く
り
︑

情
報
提
供
等
が
あ
る
︒

問

自
宅
の
近
く
基
山
町
に

﹁
居
場
所
﹂
が
あ
れ
ば
い
い

と
の
要
望
は
強
い
。
授
産
施

設
等
に
つ
い
て
町
と
し
て
検

討
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

答

就
労
施
設
は
数
箇
所
あ

る
が
直
営
と
な
る
と
難
し
い
︒

高
齢
者
が
住
み
や
す
い
と

思
え
る
基
山
町
に

問

行
政
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
高
齢
世
帯
が
増
え
て

問

障
が
い
を
持
つ
人
の
家

庭
か
ら
ど
こ
に
相
談
を
す
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
。

答

健
康
福
祉
課
の
窓
口
に

来
て
い
た
だ
い
て
︑
鳥
栖
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
﹁
キ
ャ
ッ

チ
﹂
に
つ
な
ぐ
︒
ま
た
︑
福

祉
交
流
館
で
月
２
回
相
談
日

を
設
け
て
い
る
︒

問

基
山
町
の
障
が
い
者
支

援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
で

き
な
い
か
。

答

今
ほ
ぼ
完
成
し
て
い

て
︑
４
月
に
は
配
布
で
き
る

予
定
で
あ
る
︒

問

基
山
町
は
地
理
的
に
福

岡
県
と
つ
な
が
り
が
深
い
。

施
設
等
近
隣
の
紹
介
も
入
れ

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

答

今
回
は
制
度
や
申
請
︑

事
業
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
︒
施
設
等
の
掲
載
に

問

障
が
い
者
支
援
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

答

作
成
中
で
︑
４
月
に
配
布

大
山

勝
代
議
員

い
る
が
、
そ
の
主
な
理
由
は

何
か
。

答

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

組
合
の
役
員
︑
特
に
体
育
部

の
仕
事
が
大
変
な
の
で
と
い

う
こ
と
ら
し
い
︒

問

地
域
に
よ
る
と
、
取
り

決
め
を
し
て
高
齢
者
に
は
役

職
を
免
除
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。
町
が
区
長
会
な
ど

で
提
起
を
し
な
い
の
か
。

答

行
政
と
し
て
ま
と
め
る

の
は
難
し
い
︒
事
例
は
出
す

が
︑
年
齢
引
き
下
げ
な
ど
は

行
政
組
合
の
中
で
決
め
て
い

く
べ
き
か
と
思
う
︒

問

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が

遠
く
に
あ
り
、
ゴ
ミ
出
し
が

困
難
な
人
へ
の
対
応
は
何
か

な
い
か
。

答

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
有
償
で
行
っ
て
い
る
︒

特
例
と
し
て
︑
歩
く
の
が
困

難
な
人
に
つ
い
て
暫
定
的
に

家
の
前
に
置
く
こ
と
は
あ
る
︒▲佐賀県発行の障害者ハンドブック

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

鳥
栖
市
と
小
郡
市
・
大

刀
洗
町
と
事
務
打
合
せ
を

行
っ
た
︒
鳥
栖
市
は
建
替
え

計
画
等
は
な
く
人
口
が
増
加

し
て
い
る
の
で
︑
基
山
町
を

受
け
入
れ
る
の
は
困
難
だ
と

回
答
を
も
ら
っ
た
︒
小
郡

市
・
大
刀
洗
町
は
︑
小
郡
市

が
大
刀
洗
町
か
ら
の
委
託
で

業
務
運
営
し
て
い
る
︒
基
山

町
を
受
け
入
れ
る
に
は
︑
１

市
２
町
で
一
部
事
務
組
合
の

設
立
が
条
件
と
の
回
答
を
も

ら
っ
た
︒

問

近
隣
の
市
町
村
で
は

ス
ポ
ー
ツ
公
園
等
に
隣
接

し
た
近
代
的
な
葬
祭
公
園

が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
本

町
も
公
園
施
設
計
画
に
つ

い
て
早
い
時
期
に
検
討
す

べ
き
で
あ
る
。

答

現
在
︑
基
山
町
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
業
務
に
つ
い
て
︑
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に

問

現
在
の
葬
祭
公
園
は
昭

和

年
に
建
設
さ
れ
、

年

53

37

が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
町
の
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

毎
年
、
葬
祭
公
園
の
修
繕
料

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
近
年

の
金
額
を
示
せ
。

答

平
成

年
度
は
コ
ン
プ

23

レ
ッ
サ
ー
や
火
葬
台
車
等
約

万
円
︒
平
成

年
度
は
火

67

24

葬
炉
内
部
等
約

万
円
︒
平

18

成

年
度
は
バ
ー
ナ
ー
や
雨

25
漏
り
等
約
１
７
５
万
円
︒
平

成

年
度
は
コ
ン
プ
レ
ッ

26
サ
ー
取
替
及
び
火
葬
炉
等
で

約
３
３
０
万
円
予
定
し
て
い

る
︒

問

基
山
町
は
葬
祭
公
園
整

備
計
画
に
つ
い
て
、
近
隣
市

町
村
と
の
広
域
連
携
︵
一
部

事
務
組
合
︶
で
の
取
組
み
等

問

葬
祭
公
園
の
整
備
計
画
は

答
近
隣
市
町
と
共
同
利
用
等
も
含
め
検
討
し
た
い

林

博
文
議
員

よ
る
受
託
者
募
集
を
行
っ
て

い
る
︒
本
計
画
の
策
定
後
︑

本
町
単
独
で
の
整
備
だ
け
で

は
な
く
他
市
町
と
共
同
利
用

等
も
含
め
て
︑
今
後
の
葬
祭

公
園
の
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

太
陽
光
発
電
設
置
に
つ
い

て問

建
設
中
の
図
書
館
屋
上

に
太
陽
光
発
電
設
置
の
計
画

を
進
め
て
い
る
が
、
本
年
度

の
固
定
買
取
価
額
は
。

答

円
と
な
っ
て
い
る
︒

32

問

そ
の
価
額
の
適
用
さ
れ

る
期
間
は
。

答

九
州
電
力
と
平
成

年
27

３
月
末
日
ま
で
に
契
約
を
済

ま
せ
れ
ば
そ
の
単
価
が
適
用

さ
れ
る
︒

▲老朽化が進む葬祭公園
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問

窓
口
担
当
者
の
判
断
で

﹁
要
介
護
認
定
﹂
を
省
略
、
受

け
さ
せ
な
い
こ
と
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
が
。

答

今
後
窓
口
担
当
者
の
判

断
で
﹁
要
介
護
︵
要
支
援
︶

認
定
﹂
を
省
略
で
き
る
が
︑

あ
く
ま
で
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
て
対
応
す
る
と
い
う
の

が
前
提
と
思
っ
て
い
る
︒

問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
が
要
介
護
３
以
上
に

限
定
さ
れ
て
も
﹁
介
護
難

民
・
待
機
者
﹂
は
解
消
さ
れ

な
い
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
増
床
が
必
要
だ
が
。

答

介
護
老
人
施
設
と
し
て

床
分
を
増
や
す
予
定
︒
す

20ぐ
入
所
が
必
要
な
待
機
者
８

名
分
は
早
期
に
解
消
す
る
︒

新
年
度
の
定
住
人
口
増

子
育
て
支
援
策
は
何
か

問

新
年
度
予
算
は
、
町
民

の
方
の
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
に
対
す
る
不
安
に
応

問

今
年
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
後
退
す

る
。
要
支
援
１
・
２
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
全
国
一
律
の
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
よ
る
基

山
町
の
﹁
新
総
合
事
業
﹂
に

移
る
。
ま
た
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
入
所
は
要
介
護
３

以
上
に
限
ら
れ
、
入
所
者
の

食
費
や
居
住
費
の
補
助
の
打

ち
切
り
、
介
護
利
用
料
も
２

割
負
担
と
な
る
人
も
出
て
く

る
が
ど
う
す
る
の
か
。

答

要
支
援
１
・
２
に
対
す

る
﹁
新
総
合
事
業
﹂
の
サ
ー

ビ
ス
は
平
成

年
度
か
ら
開

29

始
︒
そ
の
間
は
こ
れ
ま
で
通

り
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

が
︑
そ
れ
以
外
の
サ
ー
ビ
ス

は
今
年
度
か
ら
実
施
︒

問

介
護
サ
ー
ビ
ス
低
下
、
実
施
す
る
の
か

答

実
施
を
３
年
間
延
期
す
る

松
石

信
男
議
員

え
、
地
域
の
雇
用
を
守
り
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
事
業
が
求
め
ら
れ
る

が
、
何
を
行
う
の
か
。

答

子
育
て
支
援
と
し
て
︑

小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
を

３
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
場

合
の
保
育
料
は
無
料
に
す

る
︒
ま
た
︑
﹁
地
域
お
こ
し

協
力
隊
﹂
や
﹁
集
落
支
援
員
﹂
︑

六
次
産
業
化
は
雇
用
や
地
域

経
済
の
活
性
化
策
と
し
て

や
っ
て
い
く
︒

問

｢
人
口
減
少
問
題
｣
に
対

す
る
施
策
の
拡
充
が
必
要
だ

が
。

答

人
口
減
少
は
こ
こ
２
年

間
緩
や
か
に
な
っ
た
︒
基
山

町
は
地
域
的
に
恵
ま
れ
て
い

る
︒
住
み
や
す
さ
や
自
然
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
︒

▲特別養護老人ホーム寿楽園

問

開
通
に
む
け
て
の
安
全

対
策
は
。

答

け
や
き
台
団
地
か
ら
三

国
・
丸
林
線
ま
で
の
間
に
は
︑

横
断
歩
道
等
の
必
要
な
安
全

施
設
の
協
議
を
行
い
︑
安
全

対
策
を
講
じ
て
い
く
︒

※
町
の
主
体
性
を
発
揮
し
て

制
限
速
度
・
車
両
制
限
等
の

安
全
対
策
を
た
て
て
頂
く
こ

と
を
強
く
要
望
す
る
。

問

子
ど
も
の
育
み
に
対
す

る
具
体
策
は
。

答

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
教
室
を
各
種
団
体
の
協
力

を
得
な
が
ら
︑
月
１
︑
２
回

開
催
し
て
い
る
︒

問

小
中
一
貫
教
育
に
対
す

る
基
本
的
な
考
え
は
。

答

発
達
段
階
を
ふ
ま
え
た

９
年
間
の
学
び
の
指
導
は
︑

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等
に

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
︒

策
協
議
会
を
基
山
町
か
ら
呼

び
か
け
て
欲
し
い
が
。

答

町
と
し
て
提
案
す
る
︒

問

基
山
駅
前
の
活
性
化

は
。

答

中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
の
認
定
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
︒

問

け
や
き
台
駅
前
は
。

答

駅
前
の
旭
化
成
事
務
所

の
１
階
を
買
い
物
弱
者
対
策

店
舗
︑
２
階
を
地
域
創
生
事

業
に
活
用
し
た
い
︒
シ
ニ
ア

の
活
躍
の
場
と
し
て
︑
休
日

子
ど
も
寺
子
屋
等
各
種
事
業

を
開
催
し
︑
地
域
の
活
性
化

に
資
す
れ
ば
と
考
え
て
い

る
︒

問

白
坂
久
保
田
２
号
線

の
改
良
工
事
の
工
程
は
。

答

平
成

年
度
に
用
地

27

買
収
︑

年
度
に
道
路
工

28

事
着
手
︑

年
度
に
竣
工

29

を
予
定
︒

問

ど
の
よ
う
に
し
て
い
き

ま
す
か
、
町
の
課
題
。
認
知

症
の
今
後
の
対
策
は
。

答

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
今
後
と
も
推
進
︒
徘
徊
高

齢
者
の
登
録
及
び
位
置
探
索

事
業
は
周
知
活
動
・
家
族
に

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組

み
を
実
施
︒
徘
徊
訓
練
に
つ

い
て
は
７
区
で
声
掛
け
訓
練

実
施
︒
同
区
で
８
月
に
屋
外

で
の
徘
徊
訓
練
が
予
定
さ
れ

て
お
り
︑
地
区
ご
と
の
訓
練

の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
︒

問

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の

対
応
は
。

答

目
標
の
上
方
修
正
に
努

力
す
る
︒
学
校
教
育
で
も
認

知
症
の
理
解
の
推
進
を
図

る
︒

問

近
隣
市
と
の
認
知
症
対

問
近
隣
市
町
と
の
認
知
症
対
策
協
議
会
の
立
ち
上
げ
を

答

町
と
し
て
提
案
す
る

河
野

保
久
議
員

▲けやき台駅前の旭化成事務所
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が
活
動
内
容
は
。

答

活
動
状
況
は
︑
活
発
な

地
区
と
そ
う
で
な
い
地
区
が

あ
る
︒

問

消
防
団
Ｏ
Ｂ
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
な
ど
地
区
防
災
の

担
い
手
を
育
成
し
な
い
の
か
。

答

必
要
な
の
で
検
討
す
る
︒

答

全
国
で
様
々
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
が
︑
加
入
促

進
チ
ラ
シ
の
配
布
が
多
い
︒

問

自
治
会
ご
と
に
特
色
の

あ
る
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
は
。

答

今
後
︑
検
討
し
て
い
く
︒

問

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が

増
え
て
役
員
が
出
来
な
い
か

ら
と
組
合
を
脱
会
す
る
世
帯

が
増
え
て
い
る
が
、
対
策
は
。

答

輪
番
制
を
見
直
し
て
役

職
を
減
ら
し
︑
対
応
し
て
い

る
組
合
等
が
あ
る
︒

問

高
齢
者
世
帯
が
多
い
組

合
で
は
、
民
生
委
員
の
見
回

り
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
が
出
来

な
い
の
で
は
な
い
か
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
を
双
方
向
通

報
シ
ス
テ
ム
に
変
更
は
で
き

な
い
か
。

答

費
用
を
試
算
し
た
と
こ

ろ
膨
大
な
費
用
が
か
か
る

が
︑
検
討
し
て
い
く
︒

自
主
防
災
組
織
を
実
効
性

の
あ
る
組
織
に

問

組
織
率
は
１
０
０
％
だ

問

自
治
会
未
加
入
世
帯
が

全
国
的
に
増
加
し
て
い
る
。

区
の
組
合
に
加
入
し
て
い
な

い
世
帯
は
、
町
全
体
で
は
何

世
帯
か
。

答

６
︐

４
７
６
世
帯
中
８

１
５
世
帯
︒

問

未
加
入
世
帯
が
多
い
区

は
ど
こ
で
何
世
帯
か
。

答

９
区
２
４
７
世
帯
︑
11

区
１
２
１
世
帯
︑
３
区
１
１

０
世
帯
︒

問

３
地
区
が
多
い
理
由
は
。

答

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合

住
宅
が
要
因
で
は
な
い
か
︒

問

福
岡
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
加
入
を
勧
め
ら
れ
た

こ
と
が
な
い
・
活
動
の
状
況

が
わ
か
ら
な
い
・
加
入
方
法

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
理
由

が
多
か
っ
た
が
。

問

自
治
会
加
入
促
進
対
策
は

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
案
内
文
書
を
配
布

品
川

義
則
議
員

あ
り
︑
か
つ
用
地
の
提
供
が

拡
幅
で
き
る
条
件
で
あ
る
︒

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
の
実
施
を

問

事
業
内
容
は
何
か
。

答

圃
場
︑
農
道
整
備
︑
暗

渠
排
水
整
備
な
ど
の
農
業
生

産
基
盤
整
備
事
業
で
あ
る
︒

問

圃
場
整
備
関
連
事
業
の

過
去
５
年
間
の
実
績
は
。

答

複
数
枚
を
１
枚
に
す
る

﹁
せ
ま
ち
だ
お
し
事
業
﹂
で

３
戸
︑
０
・
９

整
備
し
た
︒

ha

問

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
を
実
施
す
る
場
合
の
問

題
点
は
何
か
。

答

中
山
間
地
域
総
合
整
備

事
業
の
採
択
要
件
は
︑
﹁
特

定
農
村
﹂
﹁
山
村
振
興
﹂
﹁
過

疎
﹂
﹁
離
島
﹂
﹁
半
島
﹂
の
５

指
定
を
受
け
た
市
町
村
又
は

準
ず
る
市
町
村
で
︑
林
野
率

が

％
以
上
の
地
域
と
な
っ

50
て
お
り
︑
基
山
町
は
該
当
し

な
い
︒

問

町
道
１
、
２
、
３
級
の

認
定
基
準
は
何
か
。

答

基
山
町
道
路
条
例
で
１

級
町
道
は
町
の
幹
線
道
路
網

で
構
成
︒
２
級
町
道
は

級
1

町
道
を
補
完
す
る
集
落
の
連

絡
道
路
︒
３
級
町
道
は
１
︑

２
級
町
道
以
外
の
道
路
で
あ

る
︒

問

過
去
３
年
間
の
町
道
拡

幅
の
実
績
は
。

答

平
成

年
は
城
戸
１
号

24

線
︒

年
度
は
関
屋
・
上
原

25

３
号
線
︑
開
田
・
小
林
線
︒

年
度
は
三
ヶ

敷
村
中
３
号

26線
︑
真
尻
１
号
線
を
施
工
中

で
あ
る
︒

問

今
後
の
拡
幅
予
定
と
基

本
的
な
考
え
方
を
示
せ
。

答

現
在
の
と
こ
ろ
施
工
予

定
は
な
い
︒
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
に
よ
り
︑
財
源
確
保

を
前
提
と
し
て
町
民
提
案
が

問

生
活
道
路
の
町
道
拡
幅
を
急
げ

答

町
民
提
案
と
用
地
提
供
が
条
件
で
あ
る

木
村

照
夫
議
員

荒
れ
る
里
山
を
防
ぐ
対
策

を問

町
内
の
竹
林
面
積
の
推

移
と
他
市
町
と
の
比
較
は
。

答

年
前
は
８

で
現
在

30

ha

は

で
６
・
４
倍
と
増
加

51
ha

し
た
︒
佐
賀
県
で
最
も
高

い
︒

問

理
由
は
何
か
。
ま
た
、

減
少
対
策
は
。

答

所
有
者
が
管
理
を
し
て

い
な
い
︒
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
︑
町
︑

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
︑

適
正
管
理
と
竹
材
を
活
用
で

き
る
事
業
を
展
開
す
る
︒

問

竹
林
減
少
を
行
う
た
め

の
国
、
県
、
町
の
助
成
は
。

答

国
は
︑
森
林
山
村
多
面

的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
が

あ
る
︒
県
は
︑
さ
が
四
季
彩

森
林
づ
く
り
整
備
事
業
が
あ

る
︒
町
の
助
成
等
は
な
い
︒▲拡幅された生活道路開田・小林線

▲女性消防団によるAED訓練

自
治
会
の
自
立
を
進
め
て

問

ま
ち
づ
く
り
条
例
は
自

治
会
が
自
立
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
本

来
の
姿
で
は
な
い
の
か
。
制

約
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り
活

動
費
を
補
助
で
き
な
い
か
。

答

｢
ま
ち
づ
く
り
基
金
｣
事

業
で
支
援
を
し
て
い
る
が
︑

来
年
度
佐
賀
県
が
﹁
地
域
づ

く
り
交
付
金
﹂
を
実
施
す
る

の
で
積
極
的
に
自
治
会
に
説

明
す
る
︒
ま
た
︑
町
の
﹁
ま

ち
づ
く
り
基
金
﹂
の
運
用
を

３
カ
年
と
し
て
い
る
こ
と
も

検
討
す
る
︒
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防
組
合
の
管
轄
区
域
全
体
で

の
５
年
間
の
救
急
業
務
出
動

件
数
は
増
加
し
て
い
る
が
︑

基
山
町
で
の
出
動
件
数
︑
夜

間
出
動
件
数
と
も
横
ば
い
で

あ
る
︒

問

出
動
時
に
お
い
て
、
利

用
す
る
側
の
注
意
点
や
搬
送

に
支
障
を
き
た
し
た
事
例
な

ど
具
体
的
に
示
せ
。

答

出
動
件
数
の
う
ち
約
半

数
が
軽
傷
病
者
の
救
急
要
請

で
︑
中
に
は
不
適
正
利
用
と

思
わ
れ
る
事
案
も
存
在
し
て

い
る
︒
不
適
正

利
用
者
が
増
加

す
る
と
︑
緊
急

を
要
す
る
傷
病

者
へ
の
対
応
に

遅
れ
が
出
る
こ

と
を
理
解
し
安

易
な
利
用
は
控

え

て

頂

き

た

い
︒
し

か

し
︑

重
症
度
を
住
民

が
判
断
す
る
の

問

全
国
の
救
急
搬
送
デ
ー

タ
を
見
る
と
、
最
近

年
間

10

で
の
救
急
出
動
件
数
は
約
30

％
増
で
、
今
後
も
増
加
を
続

け
、
６
０
０
万
件
を
超
え
る

見
込
み
だ
。
基
山
町
で
の
救

急
車
の
出
動
に
関
し
、
昼

間
・
夜
間
そ
れ
ぞ
れ
で
こ
こ

２
、
３
年
で
の
変
化
は
あ
る

か
。

答

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消

は
む
ず
か
し
く
必
要
と
思
っ

た
ら
迷
わ
ず
要
請
を
し
て
頂

き
た
い
︒
支
障
を
き
た
し
た

事
例
と
し
て
は
︑
心
肺
停
止

傷
病
者
に
対
し
通
報
者
へ
心

肺
蘇
生
を
促
す
も
理
解
が
得

ら
れ
な
い
事
案
︒
家
族
が
救

急
要
請
し
て
も
本
人
が
頑
な

に
拒
否
す
る
事
案
︒
遠
方
の

救
急
病
院
へ
の
搬
送
を
強
要

す
る
事
案
等
で
あ
る
︒

町
民
会
館
利
用
に
つ
い
て

問

施
設
内
で
各
部
屋
の
利

用
上
の
変
更
、
要
望
な
ど
町

民
の
方
か
ら
の
声
は
。
ま

た
、
出
さ
れ
た
時
の
対
応
は
。

答

意
見
要
望
等
が
あ
っ
た

時
︑
指
定
管
理
者
に
対
応
し

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い

る
︒
対
応
で
き
な
い
事
案
に

つ
い
て
は
︑
協
議
し
検
討
す

る
︒

問

工
事
等
で
施
設
利
用
の

変
更
が
必
要
に
な
っ
た
時

は
。

答

施
設
利
用
に
直
接
関
係

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
︑
指

定
管
理
者
と
協
議
を
行
う
︒

問

救
急
車
の
出
動
の
状
況
は

答

出
動
件
数
は
増
加
し
て
い
る

牧
薗

綾
子
議
員

行
っ
て
い
る
︒

問

ま
ず
早
く
新
知
事
に
基

山
町
の
現
場
に
来
て
も
ら
う

こ
と
で
は
な
い
か
。

答

月
の
山
城
サ
ミ
ッ
ト

10

に
は
来
て
も
ら
う
予
定
︒
３

月
の
鳥
栖
で
の
県
民
対
話
な

ど
も
活
用
し
た
い
︒

都
市
計
画
の
﹁
線
引
き
﹂

の
是
非
を
問
う
。

問

県
内
で
線
引
き
が
あ
る

の
は
鳥
栖
・
基
山
以
外
は
旧

佐
賀
市
だ
け
で
あ
る
。
基
山

町
の
評
価
と
課
題
は
。

答

昭
和

年
の
線
引
き
以

48

後
計
画
的
な
土
地
利
用
で
秩

序
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き

た
が
︑
市
街
化
区
域
内
の
残

存
農
地
や
旧
役
場
跡
地
周
辺

再
開
発
な
ど
が
あ
る
︒

問

線
引
き
が
あ
る
た
め
、

町
民
の
不
公
平
も
あ
る
。
幹

線
道
路
の
八
並
線
沿
い
で
も

調
整
区
域
側
で
は
ア
パ
ー
ト

建
設
も
で
き
な
い
が
。

答

た
と
え
線
引
き
を
な
く

し
て
も
﹁
農
振
法
﹂
な
ど
の

問

山
口
新
県
政
に
対
す
る

所
感
は
。

答

現
場
主
義
︑
プ
ロ
セ
ス
︑

対
話
重
視
に
期
待
す
る
︒

問

県
政
運
営
が
﹁
西
高
東

低
﹂
と
言
わ
れ
て
い
る
。
基

山
町
は
ど
う
か
。
近
年
の
県

支
出
金
の
金
額
は
人
口
当
た

り
県
平
均
の
半
分
し
か
な

い
。
︵
別
表
参
照
︶

答

今
は
確
か
に
少
な
い

が
︑
こ
れ
ま
で
先
行
し
て
支

援
を
得
て
ま
ち
づ
く
り
を

や
っ
て
き
た
と
思
う
︒

問

町
民
一
人
当
た
り
の
県

税
負
担
は
県
内
ト
ッ
プ
。
負

担
が
多
く
貰
う
金
が
少
な

い
。
町
の
努
力
が
足
り
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答

県
政
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
少
な
い
と
の
指
摘
は
真
摯

に
受
け
止
め
る
︒
本
年
は
町

長
︑
副
町
長
と
も
積
極
的
に

県
へ
の
訪
問
要
請
活
動
を

規
制
が
あ
り
︑
農
地
の
宅
地

化
は
厳
し
い
︒
県
も
廃
止
の

考
え
は
な
い
︒

鳥
栖
市
と
の
連
携
を
強
め

よ問

鳥
栖
市
は
鳥
栖
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ

ン
周
辺
の
開
発
特
区

を
国
に
申
請
中
。
連
携
の
話

は
。

答

連
携
の
相
談
も
な
く
詳

細
は
知
ら
な
い
︒

問

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
か
ら

半
径
４
キ
ロ
だ
と
基
山
町
の

大
半
が
入
る
。
小
郡
市
も
同

様
。
知
ら
な
い
ま
ま
で
は
済

ま
な
い
。
も
っ
と
積
極
的
に

鳥
栖
市
や
小
郡
市
と
連
携
し

て
﹁
土
地
利
用
﹂
の
抜
本
改

革
を
図
る
べ
き
で
は
。

答

鳥
栖
市
と
の
連
携
は
必

要
で
あ
る
︒
国
の
農
地
転
用

緩
和
策
や
こ
の
戦
略
特
区
の

推
移
を
注
視
し
て
産
業
用
地

拡
大
を
図
っ
て
い
く
︒

問

県
政
の
﹁
西
高
東
低
﹂
は
事
実
か

答
東
部
は
先
に
整
備
が
進
ん
だ
と
も
思
わ
れ
る

後
藤

信
八
議
員

31,783円274億21年

町・県比率一人当たり金額一人当たり金額平成

一人当たり基山町市町村合計平均年度

24年

49.3％18,251円324百万円37,027円316億23年

49.1％18,844円338百万円38,410円330億22年

51.5％16,373円296百万円

54.3％18,820円331百万円34,638円295億25年

55.8％20,251円359百万円36,296円309億

▼直近５年間の県支出金の推移

＊佐賀県市町村決算資料より

▲救急要請後、三人体制で基山分署から出動
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鳥栖・三養基地区
消防事務組合

歳入歳出それぞれ14億1,556万4,000円とし、

前年度比１億9,980万9,000円の減額で昨年度よ

り12.4％の減。

職員定数の充足率が全国平均75％を大きく下

回る49.8％で推移していたため、乗車定員の基

準に満たない出動や査察執行の不備、訓練実施

に支障をきたしているため、10年にわたり徐々

に定員数を増加させていく。

【主な歳入】

各市町負担金 13億4,954万円

（基山町負担金 2億1,081万円）

財政調整基金繰入金 5,088万円

【主な歳出】

総務費人件費等 12億9,803万円

保守点検等委託料 4,045万円

はしご車購入積立金 1億1,613万円

定数条例改正により５名増員

佐賀県後期高齢者
医療広域連合

平成27年度予算 一般会計 1億8,490万円
特別会計 1,212億4,253万円

特別会計予算の内訳は市町（15.9％）・国（34.1％）・県（9.0％）の支出金と、支払基金交付金

(39.9％）等である。

医療給付費見込額 一人当たり99万6,000円（被保険者数 119,738人）

佐賀県の一人当りの医療費は104万6,000円（平成24年度）で全国第７位。

これまで減少傾向であった入院費が、平成26年度は大きく伸びた。

入院費が大きく増加

三神地区環境
事務組合

平成27年度予算 一般会計予算総額 5億9,200万円
(前年 7億1,600万円 前年比 1億2,400万円の減額）

減額の理由は、平成11年度起債分の償還が終了

したためである。

汚泥の再処理によるコンクリートブロックは

採算が取れないため、平成27年度から製造中止。

なお堆肥の製造は、多くの需要があるため今後

も製造する。

コンクリートブロックの製造中止

▲神埼市にある環境事務組合
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鳥栖地区広域市町村圏組合

介護保険法の規定に基づき、介護サービスの供給量、介護保険料の設定並びに高齢者施策の推進

など本圏域における介護保険事業を運営しており、基山町からは２名が組合議員となっている。

問 第６期介護保険計画(平成27年度∼平成29

年度)で、項目の見直しによる改定の内容

を示せ。

答 65歳以上の人口構成割合が22％で、介護

保険財源構成の変化に、低所得者への負

担軽減の段階区分での見直しを含め介護

保険料を変更する。また、特別養護老人

ホームへの新規入所は、原則として要介

護３以上の人が対象となる。（要介護１・

２でもやむをえない事情があれば認めら

れる場合がある。）

問 地域包括支援センターの今後については。

答 鳥栖市圏域において、平成27年から１区

域追加し全体で７か所となり、地域包括

ケア実現のため、さらにきめ細かなサー

ビスを提供していく。

＊平成27年４月から、介護保険サービスを利用したときの利用者負担、介護保険料、特別養護老人ホームの入所基
準が変わります。

前年度比9,705万円減83億4,913万円平成27年度介護保険特別会計

前年度比２万円減311万円平成27年度一般会計予算

問 旧施設の解体費用はどのようになるのか。

答 公共施設の解体処分に起債が認められる

ようになった。売電収入等も当てながら

計画的に行いたい。

問 ２市１町のリサイクル率を向上させるた

めに、リサイクル率の計算方法の統一と

数値目標を設定できないか。

答 今後の課題として検討したい。

【主な質疑】

平成27年度予算 20億5,721万円（対前年度比5,794万円減）
【主な歳入】
２市１町分担金17億6,278万円（うち基山町分担金2億2,756万円）

売電収入1億3,220万円（対前年度比5,651万円増）余剰電力の売電先を入札方式で採用

有価物（鉄類・アルミ類・溶融メタル等）売却料7,704万円（328万円増）

【主な歳出】
旧施設解体工事設計業務委託料 888万円

熱回収施設運転業務委託料 7億9,335万円（4,698万円減）

リサイクル施設運転業務委託料 1億9,034万円（1,230万円減）

▲解体予定の旧施設

筑紫野・小郡・基山
清掃施設組合議会旧施設解体にむけて設計予算化

第６期介護保険計画
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議長交際費の公表（平成27年１月〜３月）議長交際費の公表（平成27年１月〜３月）

729,0002

平成26年度基山経済クラブ年会費24,000会 費

64,294

支出の相手方及び行事名等支出金額(円)

累計額(円)

支出種別

3/14 JAさが基山支所女性部総会5,000御 祝

累計件数合計額(円)合計件数

編 集 後 記

知ることの必要性
牧薗 綾子

初めての広報委員として議会だより編集に４年間

携わりました。文章にして気づく町の施策や予算の

重要なポイントをいかに伝えていくかを心がけまし

た。

手に取っていただくために
久保山 義明

議会の大きな役割の１つが説明責任です。今後の

「議会だより」は、もっと取材力を議会自身が取得し、

町政に関わる特集ページなどを構成していく力が必

要だと感じます。

４年間の思い
神前 輔行

４年間編集委員として携わってきました。町民の

方にわかりやすく伝わるよう努力してまいりまし

た。「議会だより」が見やすくなったとの声もいただ

きました。４年間お世話になりました。

編集委員を終えて
木村 照夫

編集委員会を何回もかさね、審議した内容を町民

の皆様へ分かりやすく、いかに提供すべきかを考え

ました。楽しんで読んでいただける広報誌づくりを

目指しました。

町民が知りたいことを
重松 一徳

町民が一番知りたいことはなんでしょう。

常に気にしながら原稿を書きました。

でも、これが一番難しいのです。

難しいからこそやりがいがあります。

退任と新人と
大山 勝代

振り返ると４年間の編集委員としての任期が終わ

りました。この間、町民の方が基山町議会に関心を

もって、この議会だよりに親しんで頂けることを目

当てに頑張ってきました。内容のわかる、読みやす

い紙面づくりをと、佐賀県での研修会、先進自治体

への視察研修、議会広報コンクールへの応募など研

讃に努めてきました。課題としては、町民参加型の

議会だよりとなっているかといえばまだまだです。

議会改革の中で、新年度からこれまでの編集委員

会を広報広聴常任委員会として任務を拡大すること

になりました。新委員は責任が重くなり、ますます

大きな活動が求められます。年度が変わり消防団も

入退団式がありました。小中学生も新しい学年で頑

張っています。

議会もよりよい議会だよりを目指していきたいと

考えています。

町民の方もどし

どし注文を出し

て頂き、この議

会だよりを育て

て下さい。よろ

しくお願い致し

ます。

▲
新
し
く
な
っ
た
庁
内
案
内
板

▲基山町消防団入退団式


